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あることを示しており (寶月 2006)､ 本研究でもこの分類基準のもとで､ 九州島における地上風向
が地形条件によってどの様に偏倚しているかを解明することにする｡
ここでいう風向偏倚とは一般風向に対する地上風向の偏倚を意味するが､ 一般風向が九州島全域で












規模なものもあり得る｡ それ故､ 観測地点での情報からのみでは地点間の空間での風系を､ 従来の研
究でなされたように風系図の形で描いても､ 山地を中心としてその精度は決して高いものではないと





とにした｡ 具体的には､ 1995年から1997年の３年間の１､ ２､ 12月､ 合わせて９ヶ月間の内から､ 午
前９時における東アジア域での地上気圧配置が西高東低冬型気圧配置に分類された日 (気候影響・利






















範囲) の風向を ｢類似型｣ とし､ 残りの７つ (図中









福 岡 鹿 児 島
風向 出現度数 割合(%) 風向 出現度数 割合(%)
Ｗ 4 4.8 Ｗ 6 7.1
WNW 23 27.4 WNW 22 26.2
NW 24 28.6 NW 36 42.9
NNW 14 16.7 NNW 8 9.5
N 9 10.7 N 3 3.6
NNE 3 3.6 NNE 1 1.2
NE 3 3.6 E 1 1.2
ENE 1 1.2 SSE 1 1.2
SSE 3 3.6 S 1 1.2




















図３の例のように､ 海岸沿いに類似型が､ 内陸には非類似型が出現する場合である｡ ＮＣパターンは､
ＮＢパターンとは異なり､ 北部沿岸に非類似型が現れ､ 東西両岸に類似型がみられる場合である (図
４)｡ ＮＤパターンは､ ＮＢパターンと異なり､ 類似型が西海岸沿いだけに現れる場合であり､ ＮＥ
パターンは反対に東海岸沿いに類似型が出現する場合である (図５)｡
























部地域ではＮＢパターンの出現頻度が最多であり､ 次いでＮＤパターン､ ＮＡパターン､ ＮＣパター
ンと続き､ ＮＥパターンは希にしか出現しない｡ 南部地域ではＳＤパターンの出現頻度が最多であり､














































中部地域での風向偏倚パターン (寶月､ 2007) も含めて､ 各地域での出現パターンの対応状態を確認
することとした｡ なお､ 中部地域でのパターンの特徴は表７の通りである｡
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表４ 北部地域および南部地域における風向偏倚パターンの出現情況
北部地域 南部地域
偏倚パターン 出現度数 割合(％) 偏倚パターン 出現度数 割合(％)
ＮＡ 17 22.7 ＳＡ 17 22.1
ＮＢ 26 34.7 ＳＢ 5 6.5
ＮＣ 11 14.7 ＳＣ 8 10.4
ＮＤ 19 25.3 ＳＤ 24 31.2
ＮＥ 2 2.7 ＳＥ 19 24.7
総 計 75 100 ＳＦ 4 5.2










W 2 2 4
WNW 7 7 5 1 2 22
NW 5 11 1 5 22
NNW 2 4 2 3 11
Ｎ 3 1 1 4 9
NNE 1 2 3
ＮＥ 3 3
ENE 1 1










Ｗ 1 4 5
WNW 6 3 5 7 21
NW 10 3 1 15 5 34
NNW 1 2 3 2 8






WSW 1 1 2












しかし､ 寶月 (2007) の九州島中部地域の場合と同様に､ 北部および南部地域の観測値にも ｢無風｣
が多数含まれているため､ クラスター分析を適用することは困難であり､ 結果として客観性を十分に




地域には､ その西側と北側が海域であるという水陸分布と､ 一般風のおもな風向 (表３) からも分か
るように､ 風上側で地形条件による風向偏倚が生じ難い気流が高い頻度で海岸地域に流入することと
なり､ その海岸地域では類似型が現れるが､ その後､ 地上風が内陸へ吹き込んでいく過程で地形によ
り風向偏倚が生じることになると考えられる｡ ところで､ 風向に西成分が含まれる一般風の頻度が77
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北部地域 ＮＡ ＮＢ ＮＣ ＮＤ ＮＥ





ＳＡ 10 1 2 2 1
ＳＢ 1 1 1 1 1
ＳＣ 1 1 1 1 1 1 1 1
ＳＤ 1 1 10 1 3 1 2 1 1
ＳＥ 1 1 1 3 5 1
ＳＦ 1 2
表８ ３地域における風向偏倚パターンの組合せの出現頻度
％余りにもなるが (表１)､ 同時に､ 西側海岸地域に類似型が集中するＮＤパターンが２番目に多く
出現するパターンである (表４)｡ この事実は､ 一見すると上述した考えと整合しているように見え
る｡
一方で､ この考え方では明らかに理解が困難なパターンがある｡ 例えば､ 類似型が海岸地域に限定
されるＮＢパターンの出現頻度が最多であるが､ このパターンでは風上､ 風下に限らず海岸地域に類
似型が集中し､ 上記のＮＤパターンの場合のような考えでは解釈できない｡ さらに､ 全域で類似型が
現れるＮＡパターンや北側の海岸地域を除く東西両側の海岸地域で類似型が現れるＣパターンも同様
に理解困難である｡
既に各偏倚パターンと一般風向の対応関係を示しているが (表５) ､ 西側海岸地域に類似型が集中
するＮＤパターンの場合であっても､ 東成分を持つ一般風向が吹送している場合が含まれており､ 先
に述べた風上海岸地域に類似型が集中するという考えは必ずしも成り立たない場合があることが分か
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ているが､ 地上風系を求めず､ 各観測地点での風向の特性を明らかにすることを目的とした｡ 実際に
は西高東低冬型気圧配置という条件での分析であり､ 近傍に顕著な低気圧や前線が存在しないことか
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